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１．はじめに  
 鉢山地区は秋田県横手市大森地内に位置し（図１）、平成 12 年に地すべり防止区域
（A=242.35ha）に指定されている。現在本地区において平成 20 年度に予定している地区
概成に向けて調査・解析などが進められている。本報告では、鉢山地区夏見沢工区の対策

工のうち、G6 ブロックの調査及び対策工検討事例を紹介する。  
２．地すべりの発生状況  
 G6 ブロックは、平成 14 年 7 月に牧草畑の端部斜面で  
幅約 40m、延長約 40m の規模で発生した。本地すべりは、  
発生までの 4 日間に累計 190mm の降雨があったため、地  
下水位上昇により間隙水圧が急激に高くなったことが誘因  
となり発生したものと判断された。  
 本地すべりによって、牧草畑、農作業道が被災し（図２）、  
更に活動が進行すれば、背後の牧草畑や前面の水田、農業  
用水路に被害が拡大することが懸念されたため、早急に対  
策工を実施する必要があった。                 図１ 位置図  
３．地形・地質概要  
 鉢山地区は、なだらかな山容の笹森丘陵北端部付近に位置する。本地区には地すべり防

止区域「巣ノ沢地区」が  
隣接し、地すべり多発地  
域である。鉢山地区周辺  
の地質は新第三系中新統  
の硬質泥岩よりなる大森  
層より構成される。硬質  
泥岩は強度の低いベント  
ナイト質泥岩や凝灰岩を  
挟在する。調査ボーリン  
グの結果（図３）、G6 ブ  
ロックは古い地すべりブ  
ロック（oLd）の一部で発  
生したことが判明した。      図２ 地すべり平面図（G6 ブロック）      
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図３ 地すべり断面図（G6 ブロック）  
４．対策工検討  
 牧草畑の地表排水路及び農作業道の復旧を  
行うために、G6 ブロックに対して目標安全  
率 Fsp=1.15¹⁾を確保することとし、以下の  
工法を選定した。（図４、図５）  
（１）地下水位観測及び滑落崖の湧水状況か  
ら、背後の地下水位が高いことが確認された  
ため、地下水排除工として、水抜きボーリン  
グ工・暗渠工を選定した。  
（２）地すべり力の低減を目的とし、経済性・  
施工性等を考慮して、頭部の排土工を選定  
した。                     図４ 地すべり対策工平面図  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５ 地すべり対策工断面図  
５．終わりに  
 G6 ブロックは、平成 15 年～16 年に対策工を実施、その後平成 19 年度まで行ったパイ
プ歪計観測で変動が観測されていないこと、水位計で観測された最高地下水位における安

全率が目標安全率（Fsp=1.15）以上である解析結果が得られたことから、本ブロックは安
定化に至っており、平成 20 年度の概成へと向かっている。  
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